
クレイ聖書解説コレクション「箴言」

15：26〜27「悪人の計画」

悪人の計画

　箴 15：8には「悪者のいけにえは【主】に忌みきらわれる」とありまし
た。つまり、神を敬わない者が、いくら儀式的にいけにえを捧げたとして
も、【主】はそれを憎まれるということです。内面の敬虔さが伴っていない
なら、神に喜ばれることはありません。神は私たちの心の中まで見抜いて
おられます。それゆえ、悪人が心に計画を立てただけで、【主】はそれを憎
まれるのです。「悪人の計画は【主】に忌みきらわれる」とは、そういう意
味です。
　「親切なことばは、きよい」とあります。ことばは内面の状態の表れで
す。親切なことばを語ることのできる人は、内面がきよい人です。神は、
私たちの心の動きをすべてご存知です。神を恐れて歩む人は、幸いです。

利得をむさぶる者

　「利得をむさぼる者は自分の家族を煩わし、」とあります。「むさぼる」
というヘブル語（バツァー）の意味は、不正な方法や暴力により利益を奪
い取るということです。その人は、貪欲な人です。父親が不正な方法でい
くら富を蓄積しても、家族にとって祝福とはなりません。最終的には、家
族に迷惑が及び、一家が悩みの中に投げ込まれることになります。
　それに対して、不正な利益を憎む者は幸いです。「まいないを憎む者は生
きながらえる」。この人は、正義を曲げようとはしません。神を恐れている
からです。その結果、彼は長寿を楽しみ、家族は混乱や試練から守られま
す。
　この聖句は、第一義的には裁判官や公務員に対する警句ですが、適用と
してはすべての人の当てはまるものです。人生を楽しみたければ、賄賂の
授受とは無関係な生き方を志すことです。そのような歩みをする人は、人
生哲学の根底に、神を恐れるところから来る知恵があるのです。きょうも、
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神を恐れながらこの世に出て行こうではありませんか。

　自分が持っているものを見よ

　もしダニー・シンプソンが、銃のことをもっと知っていれば、銀行
強盗をしでかす必要はなかったのだ。しかし 24歳の彼は、1990年に
オタワ（カナダ）の刑務所に入れられた。そして、彼が所有していた
銃は、博物館行きとなった。

　彼は 6,000ドルを銀行強盗で奪い、逮捕された。その結果、6年間
刑務所で服役することになった。彼が強盗に使ったのは、45 口径の
コルトの半自動銃であった。それは、1918年にロス・ライフル社（ケ
ベック・シティ）によって作られたアンティーク銃であった。その価
値は、なんと 10万ドル（1,000万円以上）もあったのだ。もし彼がそ
の価値を知っていたなら、銀行強盗などする必要はなかった。

　つまりダニーは、自分が必要とするものをすでに持っていたという
ことだ。
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